
 

 

 

 

 

令和６年カレンダー最後の一枚も、残る日数がわずかとなってしまいました。長かった２学期も終わろう

としています。この２学期には、秋季大運動会や津島町小中学校連合音楽会、学習発表会、宇和島市小学校

陸上運動記録会、地域でのボランティア活動など、様々な活動がありました。一つ一つの活動に御槙っ子は

一生懸命取り組み、大きく成長しました。子供たちがここまで、大きな事故等もなく元気に過ごすことがで

きましたことは、ひとえに保護者の皆様、地域の皆様のおかげと感謝申し上げます。 

さて、冬休みは、日本の昔からの行事に出会う時期です。マナーデザイナーとして著名な岩下宣子さんの

『四季の暮らしの心得帖』に由来等が書かれていましたので御紹介します。大晦日の除夜の鐘の 108回は、

仏教思想に基づく人間の煩悩の数を表しているといわれていますが、他にも、暦にある月の数 12と節気の

数 24、候の数 72を足したものという説や「４×９（四苦）」と「８×９（八苦）」を足すと 108になること

から四苦八苦を取り除くという説もあり、鐘の音に人間の苦しみや煩悩を断ち切る力があると考えられて

いました。また、正月は、一年の大切な節目であり、新しい一年の豊作を願って準備されてきました。お正

月飾りは、縁起を担ぎ 29日（二重苦）と 31日（一夜飾り）を避けて飾りました。初夢に縁起が良いとされ

る「一富士、二鷹、三茄子」は、諸説ありますが、「富士＝無事、鷹＝高い、茄子＝成す」に掛けたものと

言われています。悪い夢を見たときは、南天の木をゆすると「難が転ずる」ため、悪事が祓われるといわれ

ていました。季節の行事や風習には、さまざまな思いがあり、日本人が培ってきた人としての「生き方」が

表されていると感じます。学校も今年一年間を振り返るとともに、夢や願いを持って新年を迎えられるよう

準備したいと思います。保護者の皆様・地域の皆様、来年も御支援のほど、よろしくお願いいたします。御

家族で良い年をお迎えください。 

 

 

日 曜日 行 事 等 日 曜日 行 事 等 

１ 水 元日（冬季休業日～７日） 15 火 
委員会活動  
みまきっこホームワーク（～21日） 

８ 水 第３学期始業式 大掃除 分団会 16 水 ＡＬＴ来校 

９ 木 給食開始 体重測定 20 月 安全点検 

10 金 
第５回学校運営協議会（18：30～） 
第３回ＰＴＡ役員会（19：10～） 21 火 

校内マラソン大会 
ＪＴＥ来校 

11 土 えひめこども美術展表彰式 22 水 クラブ活動 マラソン大会予備日 

13 月 成人の日 25 土 宇和島市交流駅伝競走大会 

14 火 ＪＴＥ来校 28 火 地区別人権・同和教育懇談会 

 

 

 「お日切りさん」の通称で有名な日切地蔵。日を

切って願をかける、願い事を叶えてくださると全国

各地から参拝者も多く、地域の方が大切にしていま

す。自ら進んで清掃に取り組む姿を見ると、気持ち

がいいです。一生懸命がんばる御槙っ子の願いは、

きっと叶います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域にお住いの川下さんにドローンの操作方法

を教わり、実際に飛ばしてみました。最初は戸惑っ

ていた子供たちもだんだん大胆になっていきまし

た。台の上に着陸させたり、輪くぐりさせたりしま

した。物流問題を解決するカギとして期待されてい

るドローン。御槙っ子が大人になるころには、宅配

はドローンで行っているかもしれませんね。 

御槙小学校だより
校 訓  みがく  まなぶ  きたえる 
教育目標 心豊かで たくましく生きる児童の育成 

１２月号 
令和６年 12月 20日 

１月の行事予定 

11/12 11/13 



 

 

山口農園さんの御厚意により、サツマイモ堀の体験をさせていただきました。子供たちは、サツマイモを

傷つけないように慎重に収穫しました。たくさんのサツマイモをいただいて、子供も教職員も大喜びです。

貴重な体験をさせていただき、ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

多くの方々に御来校いただき、子供たちの生き生きと表現する姿や活動を御覧いただくことができまし

た。当日、子供たちは、舞台発表への緊張感をもちながらも、生き生きと楽しそうにしていました。発表を

待ち望んでいた子供たちの気持ちが伝わってきました。また、どの発表も子供の創意や工夫がたくさんあり

ました。未就学児のみなさんや有志による御槙劇団、ＪＡえひめ南助け合い組織みつば会、ほっこりみまき

っさの皆様が、一緒に学習発表会を盛り上げてくださったことに心から感謝いたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

               

 

日野のつぶやき！ 

11/18 

12/８ 

校区別人権・同和教育懇談会 
 
日時 令和７年１月２８日（火） 
           13:30～15:30 
 
内容 公開授業 《各教室》  
【人権・同和教育の視点に立った授業】 

 
講演『子どもと人権』 
講師：宇和島市教育委員会 

人権啓発課 矢野 美穂様 
《ランチルーム》 
 

ぜひお越しください。 

以下の文章は、アメリカのドロシー・ロー・ノルトという作家の文章です。「批

判ばかり受けて育った子は非難ばかりします」「敵意にみちた中で育った子はだ

れとでも戦います」「ひやかしを受けて育った子ははにかみ屋になります」「ねた

みを受けて育った子はいつも悪いことをしているような気持ちになります」「心

が寛大な人の中で育った子はがまん強くなります」「励ましを受けて育った子は

自信を持ちます」「褒められる中で育った子はいつも感謝することを知ります」

「公明正大な中で育った子は正義心を持ちます」「思いやりのある中で育った子

は信仰心を持ちます」「人に認めてもらえる中で育った子は自分を大事にします」

「仲間の愛の中で育った子は世界に愛をみつけます」学校でも、家庭でも、そし

て地域の中でも、励ましやお褒めの言葉をたくさんいただいている御槙っ子は、

心を耕されながら、すくすく成長しています。学習発表会、温かい声援ありがと

うございました。


